祈る勇気
サムエル記第二 7:18:27
祈りの背景
サムエル記第二 7章で、ダビデは主のために家を建てることを提案します。しかし、預言者ナタンを通して、神はその提案を覆されます。ダビデは神のために家を建てることはありません。その代わりに、神がダビデのために「家」――永続する王朝――を建てられます。
この驚くべき約束を受けた後、本文にはこう記されています：
するとダビデは、幕屋に入って主の前にひざまずき、祈りました。「主なる神よ。私のように取るに足りない者に、どうしてこれほどまでの祝福を下さったのですか。
- サムエル記第二 7:18
天地の支配者、イスラエルの神よ！ 永遠に続く王朝の初代の王として、このしもべを立てるとはっきり言われました。そのため、私は大胆にも、それをお受けするこの祈りをささげることができるのです。
- サムエル記第二 7:27
この表現は印象的です。ダビデは祈るために「勇気を得た」のです。なぜ祈りに勇気が必要なのでしょうか。その答えの中心は、ダビデが直前に遭遇したことにあります。
1. 圧倒的な聖さに近づいていたゆえの勇気
ダビデは、神の契約の権威の威厳に、まさに直面したところでした。万軍の主――天の軍勢の主権者――が語られたのです。
そのような聖さに近づくことは、軽々しいことではありません。聖書は一貫して、神の威厳を認識することが慰めをもたらす前に、まずおののきを生じさせると示しています。人間が神の栄光をほんの一端でも見るとき、饒舌になるのではなく、自分が小さな存在であることを知るのです。
ダビデはこう言い始めます。「主なる神よ、私は何者なのでしょう。私の家とは......？」（18節）
それは修辞的な謙遜ではありません。それは実存的な自覚です。
勇気が必要なのは、聖さが自分のふさわしくなさを明らかにするからです。無限で自存する神の御前に立つとき、人は自分自身の限界、罪深さ、そして小ささを痛感します。そもそも語ること自体に勇気が要ります。
これは私たちにいつ起こるのでしょうか。
それは、聖書が私たちを捉えるときに起こります――情報としてではなく、啓示として。それは、苦しみの中にある神の主権の重みを感じるときに起こります。それは、私たちが概念ではなく、生ける神に語りかけているのだと悟るときに起こります。
そのような時、祈りはもはや習慣的なものではありません。重みを感じます。さらけ出されているように感じます。ただ声を上げるだけでも、勇気が必要です。
2. 神に永遠の約束を確認してくださるよう求める勇気
ダビデは驚くべきことをします。神が永遠の王朝を約束されたのを聞いた後、彼はこう言います。「それゆえ今、主なる神よ、あなたが語られたみことばを......とこしえに確かなものとしてください」（25節）。彼は、神が今まさに行うと言われたことを行ってくださるよう、神に願います。
なぜそれには勇気が必要なのでしょうか。
そのように祈ることは、その約束を完全に信じることを意味するからです。それは、その約束に希望をかけることを意味します。それは、その約束の偉大さの中に踏み込むことを意味します。
神は、ダビデの生涯を超えて広がるもの――歴史の中へ、契約の継続性の中へ、メシア的成就の中へと及ぶもの――について語られたばかりでした。ダビデが「それを永遠に確かなものとしてください」と祈ることは、自分自身の経験よりも大きな現実に自らを合わせることでした。
そのような祈りは、誤解されるなら失望を招く危険があります。その約束が誤って適用されるなら、間違ったものとなる危険があります。要するに、「あなたが明らかにされたことを私は信じます。そして、それに基づいて行動してくださるよう、あなたに願います」と言うには、勇気が必要です。
これは私たちにいつ起こるのでしょうか？
それは、明確に約束されているものの、まだ見ていない事柄のために祈るときに起こります。
· キリストの究極的な勝利。
· 信者たちの聖化。
· 教会の忍耐。
· 神の最終的な正義。
遅れているように思えることを祈り求めるには、勇気が必要です。
3. 神の贖いの計画について語る勇気
ダビデの祈りは単に個人的なものではありません。それは贖いの歴史に関わるものです。神が約束される「家」はイスラエルの将来を形づくり、最終的にはメシアへと導きます。
ダビデは、より良い収穫や戦いでの勝利を求めているのではありません。彼は、神の展開されていく救いの計画に応答しているのです。
贖いの歴史の中に祈り込むには、同時に謙遜と大胆さが求められます。ダビデは、自分が小さな者であることを受け入れなければなりませんが、それでも神のご計画の中で、彼の従順と信仰は重要です。
私たちの祈りが、どれほどつつましいものであっても、神のより大いなる働きに参与していると認めるときには、いつでも勇気が求められます。
これは私たちにいつ起こるのでしょうか。
それは、私たちが次のために祈るときに起こります：
· 魂の回心。
· 指導者たちを育てること。
· 教会を強めること。
· 世代を超えた信仰の忍耐。
このような祈りは、神が私たちよりも長く存続するものを築いておられることを認めるものです。自分自身の生涯を超えて祈るには、勇気が必要です。
啓示は勇気を生み出す
重要な句はそのままです。「あなたは啓示を与えてくださいました......それゆえ、あなたのしもべは勇気を得ました......」
勇気はダビデの性格から生じたのではありません。それは神の啓示から生じました。神がまず語られました。ダビデが応答しました。これが契約の祈りのパターンです。啓示が勇気を生み出します。神が御心を明らかに示されるほど、神のしもべはその御心の中で、より確信をもって祈ることができます。
なぜこれが重要なのか
今日、多くのクリスチャンは祈ります――しかし、しばしば慎重に、限定的に、そして個人的に祈ります。私たちは、対処可能な結果と短期的な助けを求めます。聖書にある大きな約束を祈ることをためらいます。それらはあまりにも広大で、あまりにも遠く、また成就するのがあまりにも遅いように思えるからです。
ダビデは、祈りにおける勇気とは自分の意志を要求することではないと教えています。それは、啓示の光の中に謙遜に立ち、それを信じることを敢えてすることを意味します。勇気が求められるのは：
· 神の聖さに近づき、自分のふさわしくなさを感じるとき。
· 私たちがその成就を決して見ることがないかもしれない約束を祈るとき。
· 私たちの生涯よりも大きな目的に自分自身を合わせるとき。
キリストにあって、信者は確信をもって近づくよう招かれています。しかし、確信は畏敬の念をなくすものではありません。それを聖別するのです。
同じパターンが続きます：神が啓示される → 神が約束される → 私たちは祈る勇気を見いだす。
そして時に、信者ができる最も勇気あることは、ただ圧倒的な恵みの御前で、畏敬の念をもって大胆に語ることです。
